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                       適合宣言 
 

  この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会の基準（ＶＣＣＩのＣ

ｌａｓｓＢ）に適合しております。この装置は、家庭環境で使用することを目

的としていますが、正しい操作方法で使用されない場合には、ラジオやテレビ

ジョン受信機に受信障害を引き起こすことがあります。 

 技術マニュアルに従って正しい取り扱いをしてください。 
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Ⅰ．特徴 
 
   ＢＬＥ－５８は、コンピュータやその他のホストシステムからパラレル（セントロニクス社

準拠）、又はシリアル（ＲＳ－２３２Ｃ）で入力されたデータを感熱印字方式により印字す

る、ハンディータイプのプリンタユニットです。パラレルタイプとシリアルタイプは別機種

です。 

パラレルタイプ ： ＢＬＥ－５８Ｐ 

シリアルタイプ ： ＢＬＥ－５８Ｓ 
 

印字 
 □印字速度が高速です。（ＡＣアダプタ使用時） 
 □感熱印字方式なので、印字する音がとても静かです。 
 □文字は16×16ﾄﾞｯﾄと24×24ﾄﾞｯﾄの鮮明印字。 
 □漢字の印字が可能です。(JIS第一水準非漢字・第一水準・第二水準)。 
 □バーコードが印字できます。(UPC-E､JAN13､JAN8､CODE39､ITF､CODABAR､CODE128) 
 

ソフト 
 □テストパターン印字ができます。 
 □ダンプ印字ができます。 
 □文字の拡大印字など豊富な種類の設定ができます。 
  半角印字 
  全角印字 
  拡大文字（最大６４倍角） 
 □行間量を任意設定できます。 
 □文字間隔を任意設定できます。 
 □ビットイメージによるグラフィック印字ができます。 
 □ダウンロード文字（半角）、外字（全角）など自分で自由に文字や記号を作って印字 
  させることができます。 
 □紙送りコマンド等により、自由にフィード、バックフィードをさせることができます。 

□ 紙無し検出器有効／無効コマンドと、マーク位置検出コマンドの組合せにより、マーク 
 位置の検出が可能です。 

 □白黒反転印字ができます。 
 □倒立印字ができます。 
 □罫線制御コマンドにより、自由に罫線を印字させることができます。 
 □印字濃度コマンドにより、印字濃度を変えることができます。 
   □コマンド体系は、ＥＳＣ／ＰＯＳ準拠です。 
 

機構 
 □バッテリー駆動タイプなので、持ち運びにとても便利です。 
 □窓が付いているので、用紙の残量が一目で確認できます。 
 □シンプルなデザインなので、あらゆる機器でご使用いただけます。 
 

機能 
 □紙切れ検出センサー付きです。 
 □イージーオペレーション機能により紙の着脱が簡単です。 
 

電源 
 □二次電池・ＡＣアダプタの２電源方式です。 



                   ＢＬＥ－５８                    

                                          ２

Ⅱ．使用上の注意 

 

Ⅱ－１．安全上の注意 

 

■ 記号表示について 
 

本装置を安全に正しくお使いいただくため、または機器の損傷を防ぐため、次の記号を使

って注意事項を喚起しています。 
 

   

      警告 

 
この表示の内容を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡また

は重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

 

      注意 

この表示の内容を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負

う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内

容を示しています。 

 

 

 

■ 絵記号の意味 

 

 記号は、注意（危険・警告を含む）を促す内容があることを告げるもの

です。左の表示例は「警告または注意事項」があることを表しています。 

 記号は、禁止の行為であることを告げるものです。 

左の表示例は「分解禁止」を表しています。 

 
記号は、行為を強制したり、指示する内容を告げるものです。 

左の表示例は「電源プラグをコンセントから抜く」ことを表しています。 

 

 

 

警告 

 

指定以外の AC アダプタは使用しないでください。 

発熱、発火するなどして、火災や事故の原因になります。 

 

電源ケーブルを無理に曲げたり、上に重いものを載せたりしないでください。電

源ケーブルに傷がついて火災や感電の原因になります。 

電源ケーブルに傷がついた場合は使用しないでください。 

 

プリンタおよび AC アダプタは絶対に分解や改造しないでください｡ 

発熱､発火するなどして､火災や事故の原因になります｡ 
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注意 

 
プリンタの内部や隙間に金属片を落としたり、水やコーヒーなどの液体をこぼさ

ないでください。 
火災や感電、故障の原因となります。 

 

湿気の異常に多い場所や水分のかかる可能性のある場所では、絶対に使用しな

いでください。 

火災や感電、故障の原因になります。 

 

印字直後は、サーマルヘッド部が高温になっていることがありますので、絶対

に触らないでください。用紙の交換やヘッドのクリーニングは、サーマルヘッ

ドが冷えていることを確認してから行なってください。 

 
電源ケーブルやインタフェースケーブルをコネクタやコンセントから抜くとき

はコネクタ部分を持って外してください。 
ケーブル部分を引っ張ると故障の原因となります。 

 
次のような場合は電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてく

ださい｡ 
◆ 異常状態から回復できないとき 

◆ 異臭がする、煙が出た、または異常音が発生したとき 
◆ 本装置の内部や隙間に、金属片や水などの異物が入ったとき 
異常状態のまま使用すると、事故や火災の原因になります。 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－２．ご使用に際して 

 
  ・ご自分で分解したり、修理することは絶対におやめください。 

  ・落としたり、ぶつけたりしないでください。 

  ・プリンタは水などで濡らさないでください。 

  ・感熱紙は指定のものをご使用ください。 

  ・紙詰まり等のトラブル時は電源を切ってから処理を行ってください。 

  ・紙無し等でプリンタがデータを受け取らなくなる場合があります、エラーの監視を行いシス

テムが停止しないよう充分注意してください。 

  ・プリンタに不測の事態が発生しても、システムがハングアップしないようにエラー処理を 

   充分に考慮いただき、システム全体の不良とならないように対策してください。 

  ・万一プリンタに異常があるとき（変な音やにおいがする、煙がでるとき）は直ちに電源を 

   切り、異常が継続していないことを確認して購入先または当社へご相談ください。 

  ・ご使用にならないときは、電源をOFFにして電源コンセントからＡＣアダプタを外してくださ

い。 

・紙を紙挿入口より引っ張りますと、故障の原因となりますのでお止めください。 
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Ⅱ－３．感熱紙のお取扱いについて 

 
   感熱紙は表面が化学薬品で特殊処理されており、熱化学反応で発色するようになっている 

   特殊紙です。以下の点に十分ご注意ください。 

 

  1)乾燥した冷暗所に保存してください。 

    2)固いもので強くこすらないでください。 

3)有機溶剤の近くに置かないでください。 

4)塩化ビニールフィルム、消しゴムや粘着テープに長時間接触させないでください。 

5)複写直後のジアゾおよび湿式コピーとは重ねないでください。 

  6)糊付けする場合は水性の糊（澱粉系の糊、合成糊等）をご使用ください。 

7)感熱紙は必ず指定紙をお使いください。 

 

 

 

 

Ⅱ－４．設置 

 

   次のような場所での使用は、故障の原因となりますので避けてください。 
 
  1)ホコリ、粉塵の多い場所。 

  2)傾いた場所や、強い振動のある場所。 

  3)水分、油分の多い場所。 

  4)直射日光があたる場所。 

  5)温度が４０℃以上の場所。 

  6)温度が０℃以下の場所。 

  7)電磁ノイズ、腐食性ガスの発生する場所。 

  8)相対湿度が８０％以上の場所。 

  9)急激な温度変化があり結露が考えられる場所。 
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Ⅲ．取扱い方法 

 

Ⅲ－１．外観 

ペーパーカバー

ペーパーカッタ

ペーパーカバー

オープンボタン

FEEDスイッチ

CHARGEスイッチ
ERRORランプ
POWERランプ

インターフェース用

コネクタ

電池蓋

電源スイッチ 電源コネクタ
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Ⅲ－２．操作パネル 

 

(1)電源スイッチ 

       電源を ON／OFF するためのスライドスイッチです。 

 

     (2)FEED スイッチ 

       押している間は用紙が送り出されます。 

 

 (3)CHARGE スイッチ 

  AC アダプタ接続時に 3 秒間押すと、二次電池に充電を開始します。 

 

 (4)POWER ランプ（緑色） 

  電源 ON 時に点灯します。二次電池容量が少なくなると点滅します。 

 

 (5)ERROR ランプ（赤色） 

  エラー時にはエラー内容によって、点灯、点滅のパターンが変わります。 

 

 

Ⅲ－３．取扱 

 

  １．ＡＣアダプタの接続 

 

 ①電源スイッチを OFF にします。 

 ②AC アダプタの DC プラグを本体の電源コネクタに差し込みます。 

 ③AC アダプタをコンセントに差し込みます。 

 

【注意】 

    DC プラグの先端部には触らないでください。AC アダプタをはずすときは電源スイッチを 

OFF にし、AC アダプタ、DC プラグの順にはずしてください。 

 

２．用紙のセット 

 

（１）ペーパーカバーの開け方 

 

    ペーパーカバーオープンボタンを押し、ペーパーカバーに親指をかけて、本体の後   

上方に引きます。 

 

 

ペーパーカッタの刃先で手を切らないように注意してください。
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（２）用紙のセット 
 
   ①ペーパーカバーを開けます。 
   ②用紙を図の向きにセットします。 
   ③用紙の先端がプリンタの外に出るようにして、ペーパーカバー上面の両端を押し  

込んでカバーを閉じます。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．二次電池 

 

 お買い上げ直後や長時間ご使用にならなかったときは、二次電池が消耗していますので、   

ご使用になる前に充電してください。 

 

● 充電のしかた 

①AC アダプタを接続します。 

②電源スイッチをＯＮにします。 

③CHARGE スイッチを 3 秒間押します。 

          充電を開始すると、POWER ランプと ERROR ランプが交互に点滅します。 

【注意】 

   二次電池の性能が低下することがありますので、次のことは必ず守ってください。 

   ・0℃～40℃の温度範囲で充電してください。 

④充電が終了したら、電源スイッチをオフし AC アダプタを外します。 

 （充電時間は、約１２時間です。） 

 

● 二次電池の消耗 

印字中に二次電池が消耗したら POWER ランプが点滅します。 

AC アダプタを接続して残りのデータを印字することができます。 

 

      ● ご使用上の注意事項 

・ご使用後は電源スイッチを OFF にしてください。 

・電池は使用しなくても自己放電します。長時間ご使用にならないときは、3 ヶ月に     

1 回再充電してください。 

 



                   ＢＬＥ－５８                    

                                          ８

 
● 二次電池の外し方 
 ①プリンタ本体裏の電池蓋ロックをスライドさせて電池蓋を外します。（スライドさせ

るとき、細い固い物をご使用ください。） 
 

 
開閉時には手のケガに充分注意してください。 

 
 ②二次電池を取り出してから、コネクタをつまんで引き抜きます。 
 
 ③電池蓋を閉めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・二次電池をセットするときは、電池の向きに気を付けてください。 

・不要になった二次電池は、廃棄せず最寄りのリサイクル協力店にお持ちください。 
 

 

Ⅲ－４．保守 
 
お手入れのしかた 

 
 プリンタの表面が汚れたときは、柔らかい布で乾拭きするか、中性洗剤を含ませた布で

拭きます。その後、乾拭きしてください。 
 

【注意】 
・シンナー、ベンジンなどの揮発性の薬品は使用しないでください。 

・プリンタの内部は絶対に水などで濡らさないでください。 
 

Ｎ
Ｈ

－
４

６
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Ⅳ．機能 

                                                          ［テスト印字サンプル］ 

Ⅳ－１．テスト印字 
 

 テスト印字では、プリンタが持っている文字を 

普通・倍幅拡大の順に印字します。 

 FEED スイッチを押しながら電源スイッチを ON 

にしますとテスト印字を開始します。 

 

 

Ⅳ－２．ＨＥＸダンプ印字 

 
 コンピュータから入力したデータを 16 進数と 

文字で印字します。 

 CHARGE スイッチを押しながら、電源スイッチ 

を ON にしますと、HEX ダンプモードに入ります。 

 

   ・入力されたデータが、１行以上になると次の 

ように印字されます。データが１行未満の 

場合は、CHARGEｽｲｯﾁを押してください。残り 

のデータを印字します。 

 

   ・ＨＥＸダンプモードを終了するときは、電源 

を切ってください。 

 
 
  [ ＨＥＸ ＤＵＭＰ ＭＯＤＥ ］ 
  ００ ０１ ０２ ０３ ０４ ０５ ０６ ０７ ........ 
  ０８ ０９ ０Ａ ０Ｂ ０Ｃ ０Ｄ ０Ｅ ０Ｆ ........ 
  １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ ........ 
  １８ １９ １Ａ １Ｂ １Ｃ １Ｄ １Ｅ １Ｆ ........ 
  ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７  !"#$%&' 
  ２８ ２９ ２Ａ ２Ｂ ２Ｃ ２Ｄ ２Ｅ ２Ｆ ()*+,-./ 
  ０Ｄ ０Ａ ２０ ２０ ０Ｄ ０Ａ      ..  .. 
 

 



                   ＢＬＥ－５８                    

                                          １０

Ⅳ－３．動作機能の設定 

 
 プリンタの機能を、操作スイッチにより設定します。 

 FEED スイッチと CHARGE スイッチを押しながら電源スイッチを ON にしますと、機能設定モードに

入ります。 

メッセージが印字されたら、YES のときは FEED スイッチを、NO のときは CHARGE スイッチを押し

て選択します。設定後は電源を切っても内容が保持されます。 
 
 
 ①機能設定モードに入ると、現在のプリンタの設定モードが印字され、停止します。 
 
    ＢＬＥ－５８Ｐの場合 

  
  FUNCTION SETTING MODE 
    CHARACTER SET   = JAPAN 
    PE BUFFER CLEAR = ON 
    FONT SIZE       = 24DOT 
 
 ENTER MODE SETTING 
 [YES(FEED)/NO(CHARGE)] 
 

 
 
：国際キャラクタ   日本 
：PEバッファクリア    オン 
：フォントサイズ     24ﾄﾞｯﾄ系 
 
：FEEDｽｲｯﾁを押すと機能変更モードへ。 
：CHARGEｽｲｯﾁを押すと終了。 

 

    ＢＬＥ－５８Ｓの場合 

  
  FUNCTION SETTING MODE 
    CHARACTER SET   = JAPAN 
    PE BUFFER CLEAR = ON 
    FONT SIZE       = 24DOT 
    BIT LENGTH      = 8BIT 
    PARITY          = NON 
    FLOW CONTROL    = RTS/CTS 
    BAUD RATE       =  9600bps 
 
 ENTER MODE SETTING 
 [YES(FEED)/NO(CHARGE)] 
 

 
 
：国際キャラクタ   日本 
：PEバッファクリア    オン 
：フォントサイズ     24ﾄﾞｯﾄ系 
：データのビット長  8bit 
：パリティの有無   無し 
：制御方式      RTS/CTS 
：ボーレート     9600bps 
 
：FEEDｽｲｯﾁを押すと機能変更モードへ。 
：CHARGEｽｲｯﾁを押すと終了。 

 

 

 ②ここで、機能変更モードに入るか、否かの選択をしてください。 

    CHARGE スイッチを押すと機能設定モードを終了します。 

    FEED スイッチを押すと機能変更モードに入り、次のようになります。 
 
 

      印が工場出荷時の設定です。 
 

操作方法：CHARGEｽｲｯﾁを押すと機能を変更。／FEEDｽｲｯﾁを押すと次の項目へ。 
 
 
    ◇国際キャラクタの設定 
     CHARACTER SET   = JAPAN              ：日本 
     CHARACTER SET   = U.S.A              ：アメリカ 
     CHARACTER SET   = GERMANY            ：ドイツ 
     CHARACTER SET   = ENGLAND            ：イギリス 
     CHARACTER SET   = FRANCE             ：フランス 
     CHARACTER SET   = SPAIN              ：スペイン 
     CHARACTER SET   = ITALY              ：イタリア 
     CHARACTER SET   = SWEDEN             ：スウェーデン 

※日本以外に設定した場合、ＡＮＫは海外文字セット（ＰＣ４３７系）になります。 
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  ◇紙無し時のバッファクリアの設定 
      PE BUFFER CLEAR = ON           ：紙無し時のバッファクリア 有効 
      PE BUFFER CLEAR = OFF          ：紙無し時のバッファクリア 無効 
 
  ◇フォントサイズの設定  
     FONT SIZE      = 24DOT        ：24ﾄﾞｯﾄ系 
     FONT SIZE     = 16DOT        ：16ﾄﾞｯﾄ系 
 
    ここでＢＬＥ－５８Ｓでは次のメッセージが印字されます。 
 
      ENTER SERIAL SETTING 

[YES(FEED)/NO(CHARGE)] 
 
    このとき、CHARGE スイッチを押すと機能設定モードを終了します。 

FEED スイッチを押すと、次のようにシリアル通信条件の機能変更モードに入ります。 
 
  ◇ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ長設定  
   BIT LENGTH     = 8BIT        ：８ﾋﾞｯﾄ 
   BIT LENGTH     = 7BIT        ：７ﾋﾞｯﾄ 
 
  ◇ﾊﾟﾘﾃｨの設定  
   PARITY       = NON        ：ﾊﾟﾘﾃｨ無し 
   PARITY       = ODD        ：ﾊﾟﾘﾃｨ奇数 
   PARITY       = EVEN        ：ﾊﾟﾘﾃｨ偶数 
 
    ◇フロー制御方式の設定  
   FLOW CONTROL    = RTS/CTS      ：ﾊｰﾄﾞｳｪｱ制御 
   FLOW CONTROL    = XON/XOFF      ：Xon/Xoff制御 
 
  ◇ﾎﾞｰﾚｰﾄの設定  
   BAUD RATE     =  9600bps      ： 9600bps 
   BAUD RATE     = 19200bps      ：19200bps 
   BAUD RATE     = 38400bps      ：38400bps 
   BAUD RATE     =   300bps      ：  300bps 
   BAUD RATE     =   600bps      ：  600bps 
   BAUD RATE     =  1200bps      ： 1200bps 
   BAUD RATE     =  2400bps      ： 2400bps 
   BAUD RATE     =  4800bps      ： 4800bps 
 
    下記メッセージが印字されると設定モードが保持されます。 
     SETTING COMPLETED 

 

  ＊：制御コード「DC2+”S”+romsw1+romsw2」による設定も可能です。 
 
 
 

Ⅳ－４．ペーパーエンプティ（ PAPER EMPTY ）検出機能 

 
   フォトインタラプタを用いて、印字用紙の有無を検出しています。 

   印字用紙は指定の用紙を使用してください。 
 
 
 

Ⅳ－５．印字濃度の調整 
 
   ヘッドの抵抗値、ドット数、ヘッド温度、ヘッド電圧により自動調整しています。 

   コマンドにより印字濃度を補正することもできます。 

   定格エネルギーに対して０％～２５５％の範囲で調整することができます。 
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Ⅳ－６．エラー処理 

 

エラー状態になると ERROR ランプが点灯または点滅します。各状態での LED の表示は下

表のようになります。 
 

□が 0.5 秒間点灯。■が 0.5 秒間消灯を示します。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ－７．印字中のリセットについて 

 
   ドット数の多い印字を行うとき、POWERランプ、ERRORランプが全て点灯してからERRORランプ

が消え、その間の印字データが抜けたあと、各設定がリセットされた状態で印字を継続する

場合があります。 

   これは、印字ドット数が多いために電圧が下がり、プリンタのリセット回路が働いてしまう

ためです。特に二次電池の電圧が下がってきたときに起きやすくなります。このような場合

は、二次電池を充電してください。 

   印字ドット数が増えやすいコマンドとしては、次のものがあります。 

      アンダーライン 

          白黒反転 

      罫線（ドット数が多い場合） 

      ビットイメージ 

      ”Ｈ”文字を文字間なしで１行フル桁で印字する場合の横線部分を印字するとき。 

 

   また、印字ドット数は増えませんが、ストローブ長が長くなり、リセットがかかりやすく 

   なるコマンドとして、印字濃度設定（１００％を越える場合）というのがあります。 

   これらのことに気をつけてお使いください。 

電源  

ｽｲｯﾁ

状態 ランプ表示 

非エラー 

(印字可能) 

POWER □□□□□□□□□□□□

ERROR ■■■■■■■■■■■■

エラー 

(紙無し) 

POWER □□□□□□□□□□□□

ERROR □□■■□□■■□□■■

エラー 

(ｶﾊﾞｰｵｰﾌﾟﾝ)

POWER □□□□□□□□□□□□

ERROR □□□□□□□□□□□□

二次電池ﾛｰ POWER □□■■□□■■□□■■

ERROR □□□□□□□□□□□□

ﾊｰﾄﾞｳｪｱｴﾗｰ POWER □■□■□■□■□■□■

ERROR □■□■□■□■□■□■

充電中 

(充電完了で

非ｴﾗｰ状態

に復帰) 

POWER □■■■□■■■□■■■

ERROR ■■□■■■□■■■□■

ﾃｽﾄ印字 POWER □□□□□□□□□□□□

ERROR □□□□□□□□□□□□

HEXﾀﾞﾝﾌﾟ 

印字 

POWER □□□□□□□□□□□□

ERROR ■■■■■■■■■■■■

オン 

機能設定 

ﾓｰﾄﾞ 

POWER □□□□□□□□□□□□

ERROR □□□□□□□□□□□□

オフ 電源オフ POWER ■■■■■■■■■■■■

ERROR ■■■■■■■■■■■■
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Ⅳ－８．メモリについて 

 

 １．入力バッファメモリ 

    内部に５１２バイトの入力バッファメモリ（ＲＡＭ）があります。 

 

 ２．ユーザーメモリ 

 本機には、５，６４０バイトのユーザーメモリ（ＲＡＭ）が用意されております。 

ここに登録されたデータは、電源を切るとクリアされてしまいます。 

これは、ダウンロード文字、外字、ダウンロードビットイメージを使用するときに使用 

されます。 

ダウンロード文字、外字を使用するときは、決まったサイズを使用します。ダウンロード

ビットイメージは、残りのサイズを使用します。ダウンロードビットイメージにおいて容

量を確保したい場合は、ダウンロード文字、または外字で使用しているサイズを解放しま

す。 

 
 
                              初期化直後のメモリ領域 

     用  途   容量（バイト）

ダウンロード文字     ４,５６０ 

外字 １,０８０ 

ダウンロードビットイメージ           ０ 

    合  計    ５,６４０ 

 

 ダウンロード文字、外字は初期化時にあらかじめ領域が確保されています。 

この領域はコマンドで解放することができ、ダウンロードビットイメージのために領域を

空けることができます。 

 ダウンロードビットイメージを登録する場合は、メモリの残り容量を常に計算しておく 

必要があります。 

 メモリの残り容量以上のデータを登録しようとしても全て無視されますから注意してく 

ださい。 
 
 

Ⅳ－９．バーコード印字 

 

   データをバーコードに変換して印字する機能があります。 

   下記のコードが使用できます。 
 
  １．ＵＰＣ－Ｅ 

  ２．ＪＡＮ１３（ＥＡＮ） 

  ３．ＪＡＮ ８（ＥＡＮ） 

  ４．ＣＯＤＥ３９ 

  ５．ＩＴＦ 

  ６．ＣＯＤＡＢＡＲ 

  ７．ＣＯＤＥ１２８ 
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Ⅴ．一般仕様 

 

Ⅴ－１．プリンタ仕様 

 
      □印字方式 
  感熱ラインドット方式 
 
      □総ドット数 
  ３８４ドット 
 
      □ドット密度 
  ８ドット／mm 
 
      □印字幅 
               ４８ｍｍ 
 
      □最大印字速度 
  ４００dot lines／sec（50.0mm/sec）（ACｱﾀﾞﾌﾟﾀ使用時） 
 
      □文字種類・文字構成・文字寸法・印字桁数 

 （１）文字種類  ＡＮＫ：３４８種類、ＪＩＳ第１、第２水準漢字 

 （２）文字構成  半角文字：２４×１２、１６×８ドット（Ｈ×Ｗ） 

          全角文字：２４×２４、１６×１６ドット（Ｈ×Ｗ） 

 （３）文字寸法  半角文字：3.0×1.5mm、2.0×1.0mm（Ｈ×Ｗ） 

          全角文字：3.0×3.0mm、2.0×2.0mm（Ｈ×Ｗ） 

 （４）印字桁数  半角文字 ３２桁（24ﾄﾞｯﾄ半角文字、文字間ｽﾍﾟｰｽ0ﾄﾞｯﾄ時） 
 
      □横ドットピッチ 
  Ｐ＝０．１２５ｍｍ 
 
      □紙送りピッチ 
  Ｐ＝０．１２５ｍｍ 
 
      □寿命（２５℃定格エネルギの場合） 
  耐パルス性     １億パルス以上（印字率１２．５％） 
  耐摩耗性       ５０Ｋｍ以上 
 
      □データ入力制御方式 

ＢＬＥ－５８Ｐ： パラレル入力（セントロニクス準拠） 
ＢＬＥ－５８Ｓ： シリアル入力（ＲＳ－２３２Ｃ） 

 
   □電源 

専用外部電源 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 

型番：BLS-100W 

           入力：AC100V～240V、50/60Hz 

           出力：DC8.7V  3.3A 

       AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ用 AC ｺｰﾄﾞ 

           型番：ACS-100J（国内向け） 

              ACS-100U（米国向け） 

              ACS-100G（欧州向け） 

              ACS-100E（英国向け） 

       内部電源 NiMH 電池 

型番：NH-46 
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   □消費電流 

        待機時  １００mA以下（ＢＬＥ－５８Ｐ） 

                          ３０mA以下（ＢＬＥ－５８Ｓ） 

        印字時  平均  １．７Ａ（最大 １．８Ａ） 

 

      □外形寸法 

  135 (W)× 100 (D)× 38 (H)(mm) 

 

   □質量 

  約３９０ g （ACｱﾀﾞﾌﾟﾀ、ﾛｰﾙ紙を除く） 

 

Ⅴ－２．動作条件 

 

□動作環境 

温度 0℃～+40℃ 

湿度 30%RH～80%RH（結露しないこと） 

 

□保存環境（１ヶ月以内） 

温度 ‒ 20℃～55℃ 

湿度 20%RH～85%RH（結露しないこと） 

 

保存環境は二次電池の寿命に影響を与えます。温度範囲が-20℃～45℃の場合は

３ヶ月以内、45℃～55℃の場合は１ヶ月以内に再充電を行ってください。 

 

Ⅴ－３．感熱紙仕様 

 

   ・型   番 ： Ｐ－５８－７ 

   ・紙   幅 ： ５８ｍｍ 

   ・ロール径 ： φ２５ｍｍ以下 

   ・ロール長 ： 約７ｍ 

   ・コ   ア ： なし 

 

   ※２０巻単位で販売いたします。 

   ※感熱紙は指定のものをご使用ください。指定以外の感熱紙をご使用になった場合、印字   

品質やサーマルヘッドの寿命を保証できない場合があります。 

 

Ⅴ－４．二次電池仕様 

 

   ・型  番   ：ＮＨ－４６（ＮｉＭＨ電池） 

   ・定格電圧   ：ＤＣ７．２Ｖ 

   ・定格容量   ：６５０ｍＡｈ 

   ・充放電回数  ：約５００回 

   ・標準充電時間 ：約１２時間 
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Ⅴ－５．外形寸法 

 

ＢＬＥ－５８Ｐ 

 

 

ＯＮＰＯＷＥＲＯＦＦ
DCIN

ＦＥＥＤ

ＰＯＷＥＲ ・ ・ ・

ＥＲＲＯＲ・ ・ ・

ＣＨＡＲＧＥ

ＢＬＥ－５８
ＰＲＩＮＴＹ ＭＩＮＩ

１３５

１
０

０

３８

 

 

 

                                  単位：ｍｍ 
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ＢＬＥ－５８Ｓ 

 

 

 

 

 

 ＯＮＰＯＷＥＲ
ＯＦＦ

DCIN

ＦＥＥＤ

ＰＯＷＥＲ ・ ・ ・

ＥＲＲＯＲ ・ ・ ・

ＣＨＡＲＧＥ

１３５
１

０
０

３８

ＢＬＥ－５８
ＰＲＩＮＴＹ ＭＩＮＩ

 

 

 

                                     単位：ｍｍ 
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Ⅵ．インターフェース仕様 

 

Ⅵ－１．ＢＬＥ－５８Ｐ 

 
１．入出力用コネクタ端子配列 

 
        使用コネクタ ： ５７ＲＥ－４０１４０－７３０Ｂ（Ｄ２９）（ＤＤＫ） 

                     （!信号名はActive Lowを示す。） 

 

 

 

    

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．データ入力タイミング 

 

 

 

 

 

STROBE 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 Min. Max. 単位 

T1 0.1 － μs 

T2 0.5 － μs 

T3 0.5 － μs 

T4 － 0.5 μs 

T5 0 － μs 

T5 
T4 

T3
T2 T1 

DATA0～7 

BUSY 

端 子
番 号 

信号名 方向      機 能 

  1  !STROBE 
 

入力 データ読み込み 

 2～9  DATA0～7 
 

入力 データHighで”1”、Lowで”0” 

  10    NC 
 

―― ―― 

  11   BUSY 
 

出力 データ読み込み不可を示す 

  12    NC 
 

―― ―― 

  13  !ERROR 
 

出力 エラー発生を示す 

  14   GND 
 

―― グランド 
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３．入出力信号条件 

 

項目 条件 規格値 単位 

  最小 標準 最大  

High入力電圧 DATA0～7 

!STROBE 

2.0 

2.3 

― 

― 

5.5 

5.5 

V 

V 

Low入力電圧 DATA0～7 

!STROBE 

0 

0 

― 

― 

0.8 

0.8 

V 

V 

High出力電圧 BUSY, !ERROR 3.73 ― 5.5 V 

Low出力電圧 BUSY, !ERROR 0 ― 0.77 V 

 
 
 
 

Ⅵ－２．ＢＬＥ－５８Ｓ 

 
１．入出力用コネクタ端子配列 

 
      使用コネクタ ： ＸＭ３Ｂ－０９４２－５０２Ｌ（オムロン） 

 
 信号名 方向      機 能 

  1    NC  ―― 未使用 

  2   TxD  出力 データ送信 

  3   RxD  入力 データ受信 

  4   ――  ―― 6番端子と結線されている 

  5   GND  ―― グランド 

  6 ――  ―― 4番端子と結線されている 

  7    NC  ―― 未使用 

  8   RTS  出力 送信要求 

  9    NC  ―― 未使用 

 

 
 

２．ハードウェア制御 
 
    ＲＴＳ信号のLow/Highによりホスト側の送信を制御する方式です。 
 

    プリンタの入力バッファに蓄えられるデータが４６２バイト以上になると、ＲＴＳ信号が

Ｌｏｗになります。 
    ホスト装置はＲＴＳ信号がＬｏｗになるとデータの送信をストップします。 
    プリンタの入力バッファにあるデータが４１１バイト以下になるとＲＴＳ信号がＨｉｇｈ

になります。 
    ホスト装置はＲＴＳ信号がＨｉｇｈになると、再び残りのデータを送信します。 

※ プリンタが印字不能状態（紙無し等）になったときもＲＴＳ信号がＬｏｗになります。 

     印字可能状態になるとＲＴＳ信号がＨｉｇｈになります。 
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     ハードウェア制御のデータタイミング 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３．Ｘｏｎ／Ｘｏｆｆ制御 
 
    プリンタとホスト装置の間でＸon（１１H）コマンドとＸoff（１３H）コマンドをやり 
    とりしながら制御する方式です。 
 
    プリンタの入力バッファに蓄えられるデータが４６２バイト以上になると、プリンタ 
    からホスト装置にＸoffコマンドを送信します。 
    ホスト装置はＸoffコマンドを受信するとデータの送信をストップします。 
    プリンタの入力バッファにあるデータが４１１バイト以下になるとプリンタからホス 
    ト装置にＸonコマンドを送信します。 
    ホスト装置はＸonコマンドを受信すると、再び残りのデータを送信します。 

※ プリンタが印字不能状態（紙無し等）になったときもＸoffコマンドを送信します。 

     印字可能状態になるとＸonコマンドを送信します。 
 

 
    Ｘon／Ｘoff制御のデータタイミング 

RTS

RxD

ﾌﾟﾘﾝﾄ

紙無し

電源ON
ﾊﾞｯﾌｧ

462ﾊﾞｲﾄ以上 411ﾊﾞｲﾄ以下
ﾊﾞｯﾌｧ

ON-LINE

OFF-LINE

TxD

RxD

ﾌﾟﾘﾝﾄ

紙無し

Xon Xoff Xon Xon

電源ON

ON-LINE

OFF-LINE

462ﾊﾞｲﾄ以上 411ﾊﾞｲﾄ以下
ﾊﾞｯﾌｧ ﾊﾞｯﾌｧ

RTS
Xoff
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４．入出力信号条件 

 

項目 条件 規格値 単位 

  最小 標準 最大  

High入力電圧 RXD +2.8 ― +15 V 

Low入力電圧 RXD  -15 ― -2.8 V 

High出力電圧 TXD、RTS 

 ( RL=3KΩ) 

+5 +6 +15 V 

Low出力電圧 TXD、RTS 

 ( RL=3KΩ) 

-15 -6 -5 V 
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Ⅶ．コマンド解説 

 

Ⅶ－１．各コマンドの説明 

 

１．紙送りコマンド 

 

ＣＲ 

［名 称］ 印字復帰・改行 

［コード］ ＜０Ｄ＞ｈ 

［機 能］ プリントバッファ内のデータを印字し、設定されている改行量に基づいて改行を行う。 

 

［詳 細］ ・実行後は、行の先頭を印字開始位置とする。 

      ・ＣＲ後のＬＦは、無視する。 

 

 

ＬＦ 

［名 称］ 印字復帰・改行 

［コード］ ＜０Ａ＞ｈ 

［機 能］ ＣＲと同じ動作を行う。 

 

［詳 細］ ・実行後は、行頭を次の印字開始位置とする。 

      ・ＣＲ後のＬＦは、無視する。 

 

 

ＦＦ 

［名 称］ ページ長印字 

［コード］ ＜０Ｃ＞ｈ 

［機 能］ ページ長設定に基づいて改ページを行う。 

 

［詳 細］ ・実行後は、行頭を次の印字開始位置とする。 

 

 

ＥＳＣ Ｊ ｎ 

［名 称］ 印字および紙送り 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜４Ａ＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ プリントバッファ内のデータを印字し、［ｎ×ドットピッチ］の紙送りを行う。 

 

［詳 細］ ・実行後は、行頭を次の印字開始位置とする。 

      ・改行量の設定には影響を受けない。 
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ＥＳＣ ｊ ｎ 

［名 称］ 印字および逆方向紙送り 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜６Ａ＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ プリントバッファ内のデータを印字し、［ｎ×ドットピッチ］の逆方向紙送りを行う。 

 

［詳 細］ ・実行後は、行頭を次の印字開始位置とする。 

      ・改行量の設定には影響を受けない。 

 

 

ＥＳＣ ｄ ｎ 

［名 称］ 印字およびｎ行紙送り 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜６４＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ プリントバッファ内のデータを印字し、ｎ行の紙送りを行う。 

 

［詳 細］ ・実行後は、行頭を次の印字開始位置とする。 

 

 

ＥＳＣ Ｃ ｎ 

［名 称］ ページ長の設定 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜４３＞ｈ ｎ 

［定義域］ １≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ 改ページの改ページ量を設定する。 

 

［詳 細］ ・改ページは、ＦＦコマンドで行う。 

 



                   ＢＬＥ－５８                    

                                          ２４

２．タブコマンド 

 

ＨＴ 

［名 称］ 水平タブ 

［コード］ ＜０９＞ｈ 

［機 能］ 印字位置を、次の水平タブ位置まで移動する。 

 

［詳 細］ ・水平タブ位置が設定されていない場合は、コマンドを無視する。 

   ・水平タブ位置が印字領域を越える場合は、次行の先頭位置に設定する。 

      ・水平タブ位置の設定は、ＥＳＣ Ｄで行う。 

      ・水平タブの初期値は、８文字毎とする。 

 

 

ＥＳＣ Ｄ ｎ１．．．ｎｋ ＮＵＬ 

［名 称］ 水平タブ設定 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜４４＞ｈ ｎ１．．．ｎｋ ＜００＞ｈ 

［定義域］ １≦ｎ≦２５５ 

      ０≦ｋ≦３２ 

［機 能］ 水平タブ位置を設定する。 

      ｎは、行の先頭位置から設定位置までの桁数を示す。 

      ｋは、設定するデータの個数を示す。 

 

［詳 細］ ・設定される水平タブ位置は、［文字幅×ｎ］となる。 

       →文字幅としては、右スペース，横倍率も含まれる。 

      ・以前に設定されていた値は、全て解除される。 

      ・設定可能なタブ位置は、最大３２でありこれを超えた場合は、次データから通常の 

       データとして処理する。 

      ・設定位置は、小さい順に設定していき、最後にＮＵＬコードで終わる。 

      ・設定中に前回値より小さい値を設定した場合は、ＮＵＬコードとして認識される。 

      ・設定後に文字幅を変更しても、設定したタブ位置は変更しない。 
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３．書式コマンド 

 

ＥＳＣ ２ 

［名 称］ 初期改行量の設定 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜３２＞ｈ 

［機 能］ １行あたりの改行量を初期値に戻す。 

 

 

ＥＳＣ ３ ｎ 

［名 称］ 改行量の設定 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜３３＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ １行あたりの改行量を［ｎ×ドットピッチ］に設定する。 

 

［詳 細］ ・初期改行量は、ｎ＝２８である。 

 

 

ＥＳＣ ＳＰ ｎ 

［名 称］ 半角文字の右スペース量の設定 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜２０＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦１２７ 

［機 能］ 半角文字の文字間スペースを［ｎ×ドットピッチ］に設定する。 

 

［詳 細］ ・右スペース量は文字横倍率に応じて大きくなる。 

   ・漢字文字に影響を与えない。 

      ・初期値は、ｎ＝０とする。 

 

 

ＧＳ Ｌ ｎｌ ｎｈ 

［名 称］ 左マージンの設定 

［コード］ ＜１Ｄ＞ｈ ＜４Ｃ＞ｈ ｎｌ ｎｈ 

［定義域］ ０≦ｎｌ≦２５５ 

   ０≦ｎｈ≦２５５ 

［機 能］ 左マージンを［（ｎｈ×２５６＋ｎｌ）×ドットピッチ］設定する。 

 

［詳 細］ ・行頭でのみ有効となる。 

      ・設定可能な最大左マージンは、横印字可能領域である。 

      ・最大値を超える場合は、最大値に丸め込まれる。 

      ・初期値は、ｎｈ，ｎｌ＝０とする。 
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ＧＳ Ｗ ｎｌ ｎｈ 

［名 称］ 印字領域幅の設定 

［コード］ ＜１Ｄ＞ｈ ＜５７＞ｈ ｎｌ ｎｈ 

［定義域］ ０≦ｎｌ≦２５５ 

   ０≦ｎｈ≦２５５ 

［機 能］ 印字領域幅を［（ｎｈ×２５６＋ｎｌ）×ドットピッチ］設定する。 

 

［詳 細］ ・行頭でのみ有効となる。 

      ・設定可能な印字領域は、左マージンを除いた横印字可能領域である。それを超える 

       場合は、左マージンを除いた横印字可能領域に丸められる。 

      ・初期値は、ｎｈｎｌ＝３８４とする。 

 

 

ＥＳＣ ＄ ｎｌ ｎｈ 

［名 称］ 印字領域の絶対位置指定 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜２４＞ｈ ｎｌ ｎｈ 

［定義域］ ０≦ｎｌ≦２５５ 

   ０≦ｎｈ≦２５５ 

      ０≦ｎｈｎｌ≦１２７ 

［機 能］ 左マージンを基準とした絶対位置で印字領域を設定する。 

      設定幅は、［（ｎｈ×２５６＋ｎｌ）×ドットピッチ］とする。 

 

［詳 細］ ・行頭でのみ有効となる。 

      ・ｎｈｎｌの最大値を超える設定は、このコマンドを無効とする。 

 

 

ＥＳＣ ａ ｎ 

［名 称］ 位置揃え 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜６１＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２ 

［機 能］ １行の印字データを指定位置に揃える。 

   ｎ＝０：左揃え 

   ｎ＝１：中央揃え 

      ｎ＝２：右揃え 

 

［詳 細］ ・設定されている印字領域内で位置揃えを行う。 

      ・初期値は、ｎ＝０となる。 
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４．文字修飾コマンド 

 

ＥＳＣ ！ ｎ 

［名 称］ 一括の修飾文字指定 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜２１＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ 印字モードを一括で指定する。 

ビット 項目内容 機能 

０ 文字フォント ０：２４ドット系 １：１６ドット系 

１ 未定義 － 

２ 未定義 － 

３ 強調文字 ０：解除 １：指定 

４ 縦倍文字 ０：解除 １：指定 

５ 横倍文字 ０：解除 １：指定 

６ 未定義 － 

７ アンダーライン ０：解除 １：指定 

 

［詳 細］ ・縦倍／横倍の両方を指定すると４倍角になる。 

  ・アンダーライン量は、２ドットピッチとする。但し、同一行に複数の太さのアン      

ダーラインが混在する場合、行中のアンダーラインは、最も太いラインに統一さ   

れる。 

      ・各設定は、以前に設定されていたものに関係なく行われる。 

      ・強調文字と文字フォント以外の設定は、半角文字に対してのみ有効となる。 

      ・初期値は、ｎ＝０とする。 

 

 

ＥＳＣ Ｇ ｎ 

ＥＳＣ Ｅ ｎ 

［名 称］ 強調文字の指定・解除 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜４７＞ｈ ｎ 

      ＜１Ｂ＞ｈ ＜４５＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ 強調印字の指定・解除を行う。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘｘｘ０＞Ｂ： 解除する。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘｘｘ１＞Ｂ： 指定する。 

 

［詳 細］ ・ｎは最下位ビットのみ有効。 

      ・初期値は、ｎ＝０となる。 
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ＥＳＣ ｛ ｎ 

［名 称］ 倒立印字の指定・解除 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜７Ｂ＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ 倒立印字の指定・解除を行う。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘｘｘ０＞Ｂ： 解除する。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘｘｘ１＞Ｂ： 指定する。 

 

［詳 細］ ・ｎは最下位ビットのみ有効である。 

   ・行頭でのみ有効となる。 

      ・初期値は、ｎ＝０とする。 

 

 

ＥＳＣ － ｎ 

［名 称］ アンダーラインの指定・解除 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜２Ｄ＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ アンダーラインの解除・指定を行う。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘ０００＞Ｂ： アンダーライン ０ドットピッチ 

      ｜ 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘ１１１＞Ｂ： アンダーライン ７ドットピッチ 

 

［詳 細］ ・ｎは下位３ビットのみ有効とする。 

      ・半角文字に対してのみ有効とする。 

      ・アンダーラインは、文字幅とその文字スペースに対して付加される。 

・改行量設定による影響は受けない。 

・同一行に複数の太さのアンダーラインが混在する場合、行中のアンダーラインは、 

最も太いラインに統一される。 

      ・初期値は、ｎ＝０とする。 
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ＧＳ ！ ｎ 

［名 称］ 文字サイズの設定 

［コード］ ＜１Ｄ＞ｈ ＜２１＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ 文字サイズを指定する。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘ００００＞Ｂ： 縦方向倍率 １倍＜最小＞ 

           ｜ 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘ０１１１＞Ｂ： 縦方向倍率 ８倍＜最大＞ 

 

      ｎ＝＜００００ｘｘｘｘ＞Ｂ： 横方向倍率 １倍＜最小＞ 

           ｜ 

      ｎ＝＜０１１１ｘｘｘｘ＞Ｂ： 横方向倍率 ８倍＜最大＞ 

 

［詳 細］ ・ＨＲＩ文字を除く、全ての文字に対して有効である。 

   ・ｎは0～2ﾋﾞｯﾄ，4～6ﾋﾞｯﾄに対してのみ有効である。 

      ・初期値は、ｎ＝０とする。 

 

 

ＧＳ Ｂ ｎ 

［名 称］ 白黒反転文字の指定・解除 

［コード］ ＜１Ｄ＞ｈ ＜４２＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ 白黒反転文字の解除・指定を行う。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘｘｘ０＞Ｂ： 解除する。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘｘｘ１＞Ｂ： 指定する。 

 

［詳 細］ ・ｎは最下位ビットのみ有効である。 

      ・初期値は、ｎ＝０とする。 
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５．文字選択コマンド 

 

ＥＳＣ Ｍ ｎ 

［名 称］ 文字フォントの選択 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜４Ｄ＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ 文字フォントの選択を行う。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘｘｘ０＞Ｂ： 文字フォント（１２×２４，２４×２４） 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘｘｘ１＞Ｂ： 文字フォント（ ８×１６，１６×１６） 

 

［詳 細］ ・ｎは最下位ビットのみ有効である。 

      ・漢字文字に対しても有効である。 

      ・ＥＳＣ ！でも設定可能であるが、最後に処理したコマンドを有効とする。 

      ・初期値は、ｎ＝０とする。 

 

 

ＥＳＣ Ｒ ｎ 

［名 称］ 国際文字の選択 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜５２＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦７ 

［機 能］ 下記に示す各国の文字セットを選択する。 

   ｎ＝０ ： 日本 

      ｎ＝１ ： アメリカ 

      ｎ＝２ ： ドイツ 

      ｎ＝３ ： イギリス 

      ｎ＝４ ： フランス 

     ｎ＝５ ： スペイン 

      ｎ＝６ ： イタリア 

      ｎ＝７ ： スウェーデン 

 

［詳 細］ ・指定範囲外のデータは無視する。 

      ・初期値は、ＣＨＡＲＡＣＴＥＲ ＳＥＴの設定による。 
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ＥＳＣ ＆ ｙ ｃ１ ｃ２ ［ｘ１ ｄ１．．．ｄ（ｙ×ｘ１）］ 

．．．［ｘｋ ｄ１．．．ｄ（ｙ×ｘｋ）］ 

［名 称］ ダウンロード文字の登録 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜２６＞ｈ ｙ ｃ１ ｃ２ 

［ｘ１ ｄ１．．．ｄ（ｙ×ｘ１）］．．．［ｘｋ ｄ１．．．ｄ（ｙ×ｘｋ）］ 

［定義域］ ｙ＝３ 

      ２０ｈ≦ｃ１≦ｃ２≦７Ｅｈ 

      ０≦ｘ≦１２（文字フォント（１２×２４）選択時） 

      ０≦ｘ≦９ （文字フォント（ ８×１６）選択時） 

      ０≦ｄ≦２５５ 

［機 能］ 指定された文字コードにダウンロードパターンを定義する。 

      ｙ＝縦方向のバイト数。 

      ｘ＝横方向のビット数。 

      ｃ１＝文字定義の開始コード 

      ｃ２＝文字定義の終了コード 

 

［詳 細］ ・１文字のみの定義の場合、ｃ１＝ｃ２とする。 

      ・ｄは、ダウンロード文字のグラフィックデータとする。 

      ・ｘの指定により余る右スペースは、空白として処理する。 

      ・前回登録していたコードは、上書きして処理する。 

      ・登録した文字フォントを有効としたい場合は、ＥＳＣ ％を設定する。 

      ・文字フォント１６ドット系では、横幅８ドット・縦幅１６ドットまでの出力とする。 

 

 

ＥＳＣ ？ ｎ 

［名 称］ ダウンロード文字の抹消 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜３Ｆ＞ｈ ｎ 

［定義域］ ２０ｈ≦ｎ≦７Ｅｈ 

［機 能］ 指定したコードのダウンロード文字を抹消する。 

 

［詳 細］ ・ｎは定義した文字コードを示す。抹消後は内部文字を印字する。 

      ・指定した文字コードが未定義である場合、このコマンドを無視する。 

 

 

ＥＳＣ ％ ｎ 

［名 称］ ダウンロード文字の指定・解除 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜２５＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ ダウンロード文字セットを解除・指定を行う。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘｘｘ０＞Ｂ： 解除する。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘｘｘ１＞Ｂ： 指定する。 

 

［詳 細］ ・ｎは最下位ビットのみ有効である。 

      ・ダウンロード文字セットを解除した場合、内部文字セットを指定する。 

      ・ダウンロード文字セットを指定した場合、定義コードはダウンロード文字を指定し、 

       未定義コードは内部文字を指定する。 

      ・初期値は、ｎ＝０とする。 
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６．バーコードコマンド 

 

ＧＳ Ｈ ｎ 

［名 称］ ＨＲＩ文字の印字設定 

［コード］ ＜１Ｄ＞ｈ ＜４８＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ バーコード印字時のＨＲＩ文字の印字位置を指定する。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘｘ００＞Ｂ： ＨＲＩ文字を印字しない。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘｘ０１＞Ｂ： バーコードの上に印字。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘｘ１０＞Ｂ： バーコードの下に印字。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘｘ１１＞Ｂ： バーコードの上下に印字。 

 

［詳 細］ ・ｎは下位２ビットの有効とする。 

・初期値は、ｎ＝０とする。 

 

 

ＧＳ ｗ ｎ 

［名 称］ バーコード幅の設定 

［コード］ ＜１Ｄ＞ｈ ＜７７＞ｈ ｎ 

［定義域］ １≦ｎ≦４ 

［機 能］ バーコードの横サイズを設定する。       

ITF，CODE39，CODABARのモジュール幅 ｎ JAN／UPCEの 

モジュール幅 細バー 太バー 

１ ２ドットピッチ １ドットピッチ ３ドットピッチ 

２ ３ドットピッチ ２ドットピッチ ５ドットピッチ 

３ ４ドットピッチ ３ドットピッチ ８ドットピッチ 

４ ５ドットピッチ ４ドットピッチ １０ドットピッチ 

 

［詳 細］ ・ＣＯＤＥ１２８においては、バーコード幅の設定を行えない。（モジュール幅２     

ドットピッチとする。） 

      ・初期値は、ｎ＝２とする。 

 

 

ＧＳ ｈ ｎ 

［名 称］ バーコード高さの設定 

［コード］ ＜１Ｄ＞ｈ ＜６８＞ｈ ｎ 

［定義域］ １≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ バーコードの高さ設定を行う。 

 

［詳 細］ ・初期値は、ｎ＝１６２とする。 
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ＧＳ ｋ ｍ ｄ１．．．ｄｋ ＮＵＬ 

［名 称］ バーコードの印字 

［コード］ ＜１Ｄ＞ｈ ＜６Ｂ＞ｈ ｍ ｄ１．．．ｄｋ ＮＵＬ 

［定義域］ １≦ｍ≦７ 

      ｄ１．．ｄｋは、バーコード体系により異なる。 

［機 能］ バーコード体系を選択し、バーコードの印字を行う。 

ｍ バーコード体系 

１ ＵＰＣ－Ｅ 

２ ＪＡＮ１３ 

３ ＪＡＮ８ 

４ ＣＯＤＥ３９ 

５ ＩＴＦ 

６ ＣＯＤＡＢＡＲ 

７ ＣＯＤＥ１２８ 

 

［詳 細］ ・このコマンドは、ＮＵＬコードにより終了する。 

      ・ＵＰＣ－Ｅは、バーコードデータ７バイトとし、チェックディジットは内部付加を 

       行う。 

      ・ＪＡＮ１３は、バーコードデータ１２バイトとし、チェックディジットは内部付加 

       を行う。 

      ・ＪＡＮ８は、バーコードデータ７バイトとし、チェックディジットは内部付加を行

う。 

      ・ＣＯＤＥ３９は、スタート・ストップモジュールの自動付加を行う。 

      ・ＩＴＦは、バーコードデータ偶数バイトとし、スタート・ストップモジュールの 

       自動付加を行う。 

      ・ＣＯＤＥ１２８は、スタートモジュール、バーコードデータを送信するものとし、

チェックディジット、ストップモジュールは自動付加される。 

              データの中に、特殊キャラクタを入れる場合は、次のように２バイトで指定する。 

 

     ＳＨＩＦＴ    －＞ 7Bh,53h  ({S) 

     ＣＯＤＥ Ａ    －＞ 7Bh,41h  ({A) 

     ＣＯＤＥ Ｂ    －＞  7Bh,42h  ({B) 

     ＣＯＤＥ Ｃ    －＞ 7Bh,43h  ({C) 

     ＦＮＣ １      －＞  7Bh,31h  ({1) 

     ＦＮＣ ２      －＞ 7Bh,32h  ({2) 

       ＦＮＣ ３      －＞  7Bh,33h  ({3) 

     ＦＮＣ ４      －＞  7Bh,34h  ({4) 

     ’｛’      －＞ 7Bh､7Bh  ({{) 
 
   例）Start Code C・Fnc1・００１２を印字したいとき、 

                   GS・”k”・n・69h・7Bh・31h・30h・30h・31h・32h・0 

     （但し、n=7） 
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７．罫線コマンド 

 

ＤＣ３ Ａ 

［名 称］ 罫線バッファＡの選択 

［コード］ ＜１３＞ｈ ＜４１＞ｈ 

［機 能］ 罫線バッファＡを選択する。 

 

［詳 細］ ・罫線バッファＡを選択する。 

      ・罫線バッファは、独立した２本のバッファ（Ａ，Ｂ）を持っている。 

      ・初期値として選択されている。 

 

 

ＤＣ３ Ｂ 

［名 称］ 罫線バッファＢの選択 

［コード］ ＜１３＞ｈ ＜４２＞ｈ 

［機 能］ 罫線バッファＢを選択する。 

 

［詳 細］ ・罫線バッファＢを選択する。 

      ・初期値は、バッファＡを選択している。 

 

 

ＤＣ３ Ｃ 

［名 称］ 罫線バッファのクリア 

［コード］ ＜１３＞ｈ ＜４３＞ｈ 

［機 能］ 選択されている罫線バッファの内容をクリアする。 

 

［詳 細］ ・クリアデータは全て“０”とする。 

 

 

ＤＣ３ Ｄ ｎｌ ｎｈ 

［名 称］ 罫線バッファのドット指定の書きこみ 

［コード］ ＜１３＞ｈ ＜４４＞ｈ ｎｌ ｎｈ 

［定義域］ ０≦ｎｌ≦２５５ 

   ０≦ｎｈ≦３ 

［機 能］ 罫線バッファの指定位置に“１”を書きこむ 

      指定位置は、［（ｎｈ×２５６＋ｎｌ）×ドットピッチ］とする。 

 

［詳 細］ ・印字可能領域に関係なく選択されている罫線バッファに“１”を書きこむ。 

   ・ｎｈは下位２ビットのみ有効とする。 
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ＤＣ３ Ｌ ｎｌ ｎｈ ｍｌ ｍｈ 

［名 称］ 罫線バッファのライン指定の書きこみ 

［コード］ ＜１３＞ｈ ＜４Ｃ＞ｈ ｎｌ ｎｈ ｍｌ ｍｈ 

［定義域］ ０≦ｎｌ≦２５５ 

   ０≦ｎｈ≦３ 

      ０≦ｍｌ≦２５５ 

      ０≦ｍｈ≦３ 

［機 能］ 罫線バッファにｎｈｎｌ～ｍｈｍｌの範囲に“１”を書きこむ。 

      ０≦ｎｈｎｌ≦ｍｈｍｌ≦１０２３ 

      ｎｈｎｌ＝（ｎｈ×２５６＋ｎｌ）×ドットピッチ。 

      ｍｈｍｌ＝（ｍｈ×２５６＋ｍｌ）×ドットピッチ。 

 

［詳 細］ ・印字可能領域に関係なく選択されている罫線バッファに“１”を書きこむ。 

      ・ｎｈ，ｍｈは下位２ビットのみ有効とする。 

 

 

ＤＣ３ ＋ 

［名 称］ 罫線、印字モードの許可 

［コード］ ＜１３＞ｈ ＜２Ｂ＞ｈ 

［機 能］ 罫線バッファの印字モードを許可する。 

 

［詳 細］ ・許可以後は、各印字命令（ＣＲ／ＬＦ等）において必ず選択されている罫線バッ      

ファのデータを付加して印字をおこなう。 

      ・このコマンドは、ＧＳ Ｌ／ＧＳ Ｗなどの印字領域コマンドの影響を受けない。 

      ・初期時は、罫線の印字モードは禁止している。 

 

 

ＤＣ３ － 

［名 称］ 罫線、印字モードの禁止 

［コード］ ＜１３＞ｈ ＜２Ｄ＞ｈ 

［機 能］ 罫線バッファの印字モードを禁止する。 

 

［詳 細］ ・解除以後は、罫線バッファのデータは印字されない。 

 

 

ＤＣ３ Ｐ 

［名 称］ 罫線、１ドットラインの印字実行。 

［コード］ ＜１３＞ｈ ＜５０＞ｈ 

［機 能］ プリントバッファ内のデータを印字し、選択されている罫線バッファの１ドットライ

ンの印字を行う。 

 

［詳 細］ ・プリントバッファ内にデータが無い場合、そのまま１ドットライン印字を行う。 

      ・罫線バッファの印字モードが禁止されている場合、印字を行わない。 
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８．応答コマンド（ＢＬＥ－５８Ｓのみ） 

 

ＧＳ ａ ｎ 

［名 称］ 自動ステータスの送信，リアルタイムコマンドの有効・無効の選択 

［コード］ ＜１Ｄ＞ｈ ＜６１＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦３ 

［機 能］ プリンタステータスの自動ステータス応答の有効・無効を指定する。 

      リアルタイムコマンドの有効・無効を指定する。 

      ｎ＝０ ： 自動ステータス応答を無効とする。 

      ｎ＝１ ： 自動ステータス応答を有効にする。又、現在のステータスを応答する。 

      ｎ＝２ ： リアルタイムコマンドを無効にする。 

      ｎ＝３ ： リアルタイムコマンドを有効にする。 

 

［詳 細］ ・自動ステータス応答とは、ステータスの変化に伴って自動的に応答値を返す。 

      ・リアルタイムコマンドは、受信時に実行するコマンドである。 

      ・ステータス値は、（表）ステータス応答を参照すること。 

      ・このコマンドは、受信バッファ展開時に実行するため、受信バッファの状態により 

       遅延を生じる場合がある。 

      ・応答するときには、ホスト状態の確認は行わない。 

      ・初期状態として、自動ステータス応答無効，リアルタイム応答無効とする。 

 

 

ＧＳ ｒ ｎ 

［名 称］ ステータスの送信 

［コード］ ＜１Ｄ＞ｈ ＜７２＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ 現在のプリンタステータスを応答する。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘｘｘ１＞Ｂ： ステータス応答を行う。 

 

［詳 細］ ・ｎは最下位ビットのみ有効である。 

      ・自動ステータス応答の有効・無効の設定に関係なく、現在のステータスを応答する。 

      ・ステータス値は、（表）ステータス応答を参照すること。 

      ・このコマンドは、受信バッファ展開時に実行するため、受信バッファの状態により 

       実行に遅延を生じる可能性がある。 

      ・応答するときには、ホスト状態の確認は行わない。 
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ＤＬＥ ＥＯＴ ｎ 

［名 称］ リアルタイムのステータス送信 

［コード］ ＜１０＞ｈ ＜０４＞ｈ ｎ 

［定義域］ ｎ＝１ 

［機 能］ 現在のプリンタステータスをリアルタイムに応答する。 

 

［詳 細］ ・自動ステータス応答の有効・無効の設定に関係なく、現在のステータスを応答する。 

      ・ステータス値は、（表）ステータス応答を参照すること。 

      ・このコマンドは、受信時に実行される。 

      ・リアルタイムコマンドが無効になっているときは、このコマンドを無視する。 

      ・このコマンドが有効な場合において、イメージデータ等でＤＬＥ ＥＮＱ １と   

一致しても、このコマンドが実行されてしまうので使用者側で注意が必要である。 

 

     （表）ステータス応答値 

応答値（１ﾊﾞｲﾄ） 内容 

ＢＩＴ０ 紙無しのエラー。 ０：エラーなし １：エラーあり 

ＢＩＴ１ カバーオープン。 ０：エラーなし １：エラーあり 

ＢＩＴ２ 電圧エラー。   ０：エラーなし １：エラーあり 

ＢＩＴ３ 温度エラー。   ０：エラーなし １：エラーあり 

ＢＩＴ４ プリンタ動作。  ０：待機中   １：動作中 

このビットは、ＤＬＥ ＥＯＴのみ有効とし、その他の 

コマンドは０（固定）とする。 

ＢＩＴ５ １ （固定値） 

ＢＩＴ６ １ （固定値） 

ＢＩＴ７ ０ （固定値） 

 

 

ＤＬＥ ＥＮＱ ｎ 

［名 称］ リアルタイムの主要バッファクリア 

［コード］ ＜１０＞ｈ ＜０５＞ｈ ｎ 

［定義域］ ｎ＝１ 

［機 能］ オフライン時に、リアルタイムに主要バッファのクリアを行う。 

      ｎ＝１ ： 主要バッファのクリアを行う。 

 

［詳 細］ ・このコマンドは、オフライン時に有効である。 

      ・このコマンドは、受信時に実行される。 

      ・リアルタイムコマンドが無効になっているときは、このコマンドを無視する。 

      ・このコマンドが有効な場合において、イメージデータ等でＤＬＥ ＥＮＱ １と   

一致しても、このコマンドが実行されてしまうので使用者側で注意が必要である。 

       （但し、オンライン時であれば特に注意する必要はない。） 

      ・クリアするバッファ等は、以下の通りである。 

       （受信バッファ） 

       （プリントバッファ） 

       （コマンド編集モード） 
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９．ビットイメージコマンド 

 

ＥＳＣ ＊ ｍ ｎｌ ｎｈ ［ｄ１．．．ｄｋ］ 

［名 称］ ビットイメージ指定 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜２Ａ＞ｈ ｍ ｎｌ ｎｈ ［ｄ１．．．ｄｋ］ 

［定義域］ ｍ＝０，１，３２，３３ 

      ０≦ｎｌ≦２５５ 

      ０≦ｎｈ≦３ 

      ０≦ｄ≦２５５ 

［機 能］ ｎｌ，ｎｈで指定されたドット数について、モードｍのビットイメージを指定する。 

 

ｍ 

 

モード 

縦方向 

ドット数 

横方向（1ﾗｲﾝ）

ドット数 

 

データ数（ｋ） 

０  ８ドット単密度 ８ １９２ ｎｈ×２５６＋ｎｌ 

１  ８ドット倍密度 ８ ３８４ ｎｈ×２５６＋ｎｌ 

３２ ２４ドット単密度 ２４ １９２ (ｎｈ×２５６＋ｎｌ)×３ 

３３ ２４ドット倍密度 ２４ ３８４ (ｎｈ×２５６＋ｎｌ)×３ 

 

［詳 細］ ・ｍが定義域外の場合は、ｎｌ以降のデータを通常データとして処理する。 

      ・ｎｌ，ｎｈは、印字するビットイメージの横方向ドット数を示す。 

      ・印字可能領域外でのドット指定を行った場合には、データを読み捨てる。 

      ・データ展開位置としては、そのときの展開開始位置に従う。 

      ・倒立印字の影響は受ける。その他（二重，強調，白黒反転など）の影響は受けない。 

      ・展開方法は図を参照。 

 

 

8-dot bitimage 

d1 d2 d3 

d1   d2   d3 

単密度 倍密度 

d1 

d2 

d3 

d4 

d5 

d6 

d7 

d8 

d9 

24-dot bitimage 

d1 -----------  d9 

MSB 

LSB 

MSB 

LSB 
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ＧＳ ＊ ｘ ｙ ［ｄ１．．．ｄ（ｘ×ｙ×８）］ 

［名 称］ ダウンロード・ビットイメージ登録 

［コード］ ＜１Ｄ＞ｈ ＜２Ａ＞ｈ ｘ ｙ ［ｄ１．．．ｄ（ｘ×ｙ×８）］ 

［定義域］ １≦ｘ≦２５５ 

      １≦ｙ≦４８ 

      ０≦ｄ≦２５５ 

（ｘ×ｙ×８）≦ユーザメモリの空き容量 

［機 能］ ｘ，ｙで指定されたドット数のダウンロード・ビットイメージを定義する。 

      ｘは横方向の（ｘ×８）ドット数を指定する。 

      ｙは縦方向の（ｙ×８）ドット数を指定する。 

 

［詳 細］ ・指定範囲外は、このコマンドを無視する。 

      ・ユーザメモリの空き容量については、ユーザメモリを参照。 

      ・展開方法は図を参照。 

 

 

ＧＳ ／ ｍ 

［名 称］ ダウンロード・ビットイメージ印字 

［コード］ ＜１Ｄ＞ｈ ＜２Ｆ＞ｈ ｍ 

［定義域］ ０≦ｍ≦３ 

［機 能］ 指定されたモードｍで、ダウンロード・ビットイメージを印字する。 

ｍ 印字モード 内容 

０ ノーマルモード 通常の倍率で印字する。 

１ 横倍モード 横倍にして印字する。 

２ 縦倍モード 縦倍にして印字する。 

３ ４倍モード ４倍にして印字する。 

 

［詳 細］ ・ダウンロード・ビットイメージが定義されていない時、このコマンドを無視する。 

・プリントバッファ内にデータがある場合バッファ内のデータを印字し、ダウンロー

ドビットイメージを印字する。 

      ・倒立印字を除く印字モードには影響を受けない。 

      ・印字可能領域外においては右方向バイト単位での端数部分を、はみ出て印字される。 
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１０．漢字コマンド 

 

ＦＳ ＆ 

［名 称］ 漢字モード指定 

［コード］ ＜１Ｃ＞ｈ ＜２６＞ｈ 

［機 能］ 漢字モードの指定を行う。 

 

［詳 細］ ・漢字モード指定は、ＪＩＳコード選択時のみ有効である。 

      ・漢字モードが選択されている場合、全て２バイトの漢字コードとして処理される。 

      ・初期状態において、漢字モードは解除されている。 

 

 

ＦＳ ． 

［名 称］ 漢字モード解除 

［コード］ ＜１Ｃ＞ｈ ＜２Ｅ＞ｈ 

［機 能］ 漢字モードの指定を行う。 

 

［詳 細］ ・漢字モード解除は、ＪＩＳコード選択時のみ有効である。 

      ・漢字モードを解除した場合、全ての文字コードはＡＳＣコードとして処理される。 

      ・初期状態において、漢字モードは解除されている。 

 

 

ＦＳ Ｃ 

［名 称］ 漢字コード体系の選択 

［コード］ ＜１Ｃ＞ｈ ＜４３＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ 漢字コード体系を選択する。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘｘｘ０＞Ｂ： ＪＩＳコード 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘｘｘ１＞Ｂ： シフトＪＩＳコード 

 

［詳 細］ ・初期状態は、ｎ＝０とする。 

 

 

ＦＳ Ｓ ｎｌ ｎｒ 

［名 称］ 漢字文字の文字間スペース設定 

［コード］ ＜１Ｃ＞ｈ ＜５３＞ｈ ｎｌ ｎｒ 

［定義域］ ０≦ｎｌ≦１２７ 

      ０≦ｎｒ≦１２７ 

［機 能］ 漢字の左スペース量（ｎｌ）と右スペース量（ｎｒ）の設定を行う。 

 

［詳 細］ ・設定するスペース量は、標準サイズの漢字文字に対してのスペース量である。 

       又、文字倍率に従って、スペース量も［文字倍率×スペース量］となる。 

      ・最大値を超える場合は、最大値の設定量に置き換わる。 

      ・漢字文字に対してのみ有効とする。 

      ・初期値は、ｎｌ，ｎｒ＝０とする。 
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ＦＳ ！ ｎ 

［名 称］ 漢字文字による一括モード指定 

［コード］ ＜１Ｃ＞ｈ ＜２１＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ 漢字の印字モードの一括指定を行う。 

ビット 項目内容 機能 

０ 未定義 － 

１ 未定義 － 

２ 横倍文字 ０：解除 １：指定 

３ 縦倍文字 ０：解除 １：指定 

４ 未定義 － 

５ 未定義 － 

６ 未定義 － 

７ アンダーライン ０：解除 １：指定 

 

［詳 細］ ・横倍と縦倍の両方を指定すると文字サイズは４倍角になる。 

・アンダーライン量は、２ドットピッチとする。但し、同一行に複数の太さのアン     

ダーラインが混在する場合、行中のアンダーラインは、最も太いラインに統一され

る。 

      ・他コマンドでも設定可能であるが、最後に処理したコマンドを有効とする。 

      ・初期値は、ｎ＝０とする。 

 

ＦＳ － ｎ 

［名 称］ 漢字文字のアンダーライン指定・解除 

［コード］ ＜１Ｃ＞ｈ ＜２Ｄ＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ 漢字文字のアンダーラインを設定する。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘ０００＞Ｂ： アンダーライン ０ドットピッチ 

      ｜ 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘ１１１＞Ｂ： アンダーライン ７ドットピッチ 

 

［詳 細］ ・ｎは下位３ビットのみ有効とする。 

      ・漢字文字に対してのみ有効とする。 

      ・アンダーラインは、文字幅とその文字スペースに対して付加される。 

・同一行に複数の太さのアンダーラインが混在する場合、行中のアンダーラインは、 

最も太いラインに統一される。 

      ・初期値は、ｎ＝０とする。 

 

ＦＳ Ｗ ｎ 

［名 称］ 漢字文字サイズ４倍角の指定・解除 

［コード］ ＜１Ｃ＞ｈ ＜５７＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ 漢字文字における４倍角の指定・解除を行う。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘｘｘ０＞Ｂ： 解除する。 

      ｎ＝＜ｘｘｘｘｘｘｘ１＞Ｂ： 指定する。 

 

［詳 細］ ・ｎの最下位ビットのみ有効とする。 

      ・漢字文字に対してのみ有効とする。 

      ・初期値は、ｎ＝０とする。 
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ＦＳ ２ ｃ１ ｃ２ ｄ１．．．ｄｋ 

［名 称］ 外字登録 

［コード］ ＜１Ｃ＞ｈ ＜３２＞ｈ ｃ１ ｃ２ ｄ１．．．ｄｋ 

［定義域］ ０≦ｄ≦２５５ 

      ｋ＝７２ 

      ｃ１，ｃ２は漢字コード体系により異なる。 

漢字コード体系 ｃ１ ｃ２ 

ＪＩＳコード ｃ１＝７７Ｈ ２１Ｈ≦ｃ２≦２ＦＨ 

シフトＪＩＳコード ｃ１＝ＥＣＨ ４０Ｈ≦ｃ２≦４ＥＨ 

 

［機 能］ ｃ１，ｃ２により指定されたコードを、外字文字として登録を行う。 

 

［詳 細］ ・ｃ１＝第１バイトとし、ｃ２＝第２バイトとする。 

      ・ｄはイメージデータとし、印字するビット“１”、印字しないビット“０”とする。 

      ・文字フォント１６ドット系では、横幅１６ドット・縦幅１６ドットまでの出力と    

する。 
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１１．機能・設定コマンド 

 

ＥＳＣ ＠ 

［名 称］ 初期化 

［コード］ ＜１Ｂ＞ｈ ＜４０＞ｈ 

［機 能］ プリンタの初期化を行う。 

 

［詳 細］ ・ユーザメモリの割り当ては初期化される。 

      ・受信バッファは保持される。 

      ・プリントバッファはクリアされる。 

      ・各種コマンド設定は、全て初期化される。 

      ・ＲＯＭＳＷの再読み込みを行う。 

 

 

ＤＣ２ Ｄ ｎ 

［名 称］ ダウンロード文字の登録領域の確保・開放 

［コード］ ＜１２＞ｈ ＜４４＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ ダウンロード文字領域の確保・開放を行う。 

      ＜ｘｘｘｘｘｘｘ０＞Ｂ： ダウンロード文字領域開放 

      ＜ｘｘｘｘｘｘｘ１＞Ｂ： ダウンロード文字領域確保 

 

［詳 細］ ・開放を行った時は、ユーザメモリの空き領域として上乗せされる。 

      ・開放以後は、ダウンロード文字登録を行えない。 

      ・確保を行った時は、ユーザメモリの空き領域から４５６０バイト取り出される。 

      ・確保以後は、ダウンロード文字登録を行える。 

      ・初期値は、ｎ＝１（確保）とする。 

 

 

ＤＣ２ Ｇ ｎ 

［名 称］ 外字文字の登録領域の確保・開放 

［コード］ ＜１２＞ｈ ＜４７＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ 外字領域の確保・開放を行う。 

      ＜ｘｘｘｘｘｘｘ０＞Ｂ： 外字領域開放 

      ＜ｘｘｘｘｘｘｘ１＞Ｂ： 外字領域確保 

 

［詳 細］ ・開放を行った時は、ユーザメモリの空き領域として上乗せされる。 

      ・開放以後は、外字登録を行えない。 

      ・確保を行った時は、ユーザメモリの空き領域から１０８０バイト取り出される。 

      ・確保以後は、外字登録を行える。 

      ・初期値は、ｎ＝１（確保）とする。 
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ＤＣ２ ～ ｎ 

［名 称］ 印字濃度の設定 

［コード］ ＜１２＞ｈ ＜７Ｅ＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ 印字濃度の設定を行う。 

 

［詳 細］ ・ｎは、ｎ％として表す。 

      ・低感熱紙等により印字濃度を２倍に調整する場合には、ｎ＝２００とする。 

      ・１文字単位の設定は行えない。行単位／ライン単位での設定とする。 

      ・初期値は、ｎ＝１００とする。 

 

 

ＤＣ２ ｐ ｎ 

［名 称］ 紙無し検出器の設定 

［コード］ ＜１２＞ｈ ＜７０＞ｈ ｎ 

［定義域］ ０≦ｎ≦２５５ 

［機 能］ 紙無し検出によるオフライン出力の設定を行う。 

      ＜ｘｘｘｘｘｘｘ０＞Ｂ： オフラインを出力しない。 

      ＜ｘｘｘｘｘｘｘ１＞Ｂ： オフラインを出力する。 

 

［詳 細］ ・紙無し検出を無効にしても、ＬＥＤ信号とステータス応答は有効時と変わらない。 

      ・初期値は、ｎ＝０とする。 

 

 

ＤＣ２ ｍ ｓ ｎｌ ｎｈ 

［名 称］ ラベル紙のマーク位置検出 

［コード］ ＜１２＞ｈ ＜６Ｄ＞ｈ ｓ ｎｌ ｎｈ 

［定義域］ ０≦ｓ≦２５５ 

      １≦ｎｈｎｌ≦２０４７ 

［機 能］ ラベル紙のマーク位置検出のモードを設定する。 

      ｓ＝＜ｘｘｘｘｘｘ００＞Ｂ： 紙有りを検出するまで、順方向に紙送りを行う。 

        ＜ｘｘｘｘｘｘ０１＞Ｂ： 紙無しを検出するまで、順方向に紙送りを行う。 

        ＜ｘｘｘｘｘｘ１０＞Ｂ： 紙有りを検出するまで、逆方向に紙送りを行う。 

        ＜ｘｘｘｘｘｘ１１＞Ｂ： 紙無しを検出するまで、逆方向に紙送りを行う。 

      ｎ＝紙送り量の最大値。 

 

［詳 細］ ・紙送りは、（ｎｈ×２５６＋ｎｌ）ドットピッチに達した時、マーク位置検出を      

行っていなくてもコマンドを終了する。 

      ・ｓは下位２ビットのみ有効である。 

 

［注 意］ ・ラベル紙による保証紙は特にありませんので、お客様の方で十分にご評価ください。 
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ＤＣ２ Ｓ ＲＯＭＳＷ１ ＲＯＭＳＷ２ 

［名 称］ ＲＯＭＳＷの機能設定 

［コード］ ＜１２＞ｈ ＜５３＞ｈ ＲＯＭＳＷ１ ＲＯＭＳＷ２ 

［定義域］ ０≦ＲＯＭＳＷ１≦２５５ 

      ０≦ＲＯＭＳＷ２≦２５５ 

［機 能］ プリンタのＲＯＭＳＷを設定する。 

 

［詳 細］ ・実行後は、テスト印字の設定も変更される。 

      ・ＲＯＭＳＷの再読み込みを行う。 

      ・ＲＯＭＳＷの割り当ては下記の通りである。 

 

［注 意］ ・未定義には設定を行わない事。“０”固定は、必ず“０”とする事。 

      ・当コマンドを使用する場合、プリンタＢＵＳＹとなりますので、このＢＵＳＹ期間

中は受信処理を禁止します。このＢＵＳＹ期間中、確実に送信を止めてください。 

              及びこの間はプリンタの電源を切らないでください。 

 ・このコマンドは不揮発性メモリへの登録となります。多用されますと不揮発性メモ 

       リへの破壊を招く恐れがありますので、随時書き換えを行うような形では、使用し 

       ないでください。 
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romsw1 0 PE BUFFER 

    CLEAR 

 

0: 有効 

1: 無効 

FONT SIZE
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0 0 CHARTER SET 
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Ⅶ－２．コマンド一覧表 

 

１．紙送りコマンド 

 

コマンド 名 称 参照頁 

ＣＲ 印字復帰・改行。 ２２ 

ＬＦ 印字復帰・改行。 ２２ 

ＦＦ ページ長印字。 ２２ 

ＥＳＣ Ｊ 印字および紙送り。 ２２ 

ＥＳＣ ｊ 印字および逆方向紙送り。 ２３ 

ＥＳＣ ｄ 印字および連続改行。 ２３ 

ＥＳＣ Ｃ ページ長の設定。 ２３ 

 

 

２．タブコマンド 

 

 

 

 

 

 

３．書式コマンド 

 

コマンド 名 称 参照頁 

ＥＳＣ ２ 初期行間量の指定。 ２５ 

ＥＳＣ ３ 行間量の設定。 ２５ 

ＥＳＣ ＳＰ 半角文字の右スペース量の設定。 ２５ 

ＧＳ Ｌ 左マージンの設定。 ２５ 

ＧＳ Ｗ 印字領域幅の設定。 ２６ 

ＥＳＣ ＄ 印字領域の絶対位置指定。 ２６ 

ＥＳＣ ａ 位置揃え。 ２６ 

 

 

４．文字修飾コマンド 

 

コマンド 名 称 参照頁 

ＨＴ 水平タブ。 ２４ 

ＥＳＣ Ｄ 水平タブ設定。 ２４ 

コマンド 名 称 参照頁 

ＥＳＣ ！ 一括の修飾文字指定。 ２７ 

ＥＳＣ Ｇ 

ＥＳＣ Ｅ 

強調文字の指定・解除。 ２７ 

ＥＳＣ ｛ 倒立印字の指定・解除。 ２８ 

ＥＳＣ － アンダーラインの指定・解除。 ２８ 

ＧＳ ！ 文字サイズの設定。 ２９ 

ＧＳ Ｂ 白黒反転文字の指定・解除。 ２９ 



                   ＢＬＥ－５８                    

                                          ４９

 

５．文字選択コマンド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．バーコードコマンド 

 

コマンド 名 称 参照頁 

ＧＳ Ｈ ＨＲＩ文字の印字設定。 ３３ 

ＧＳ ｗ バーコード幅の設定。 ３３ 

ＧＳ ｈ バーコード高さの設定。 ３３ 

ＧＳ ｋ バーコードの印字。 ３４ 

 

 

７．罫線コマンド 

 

コマンド 名 称 参照頁 

ＤＣ３ Ａ 罫線バッファＡの選択。 ３５ 

ＤＣ３ Ｂ 罫線バッファＢの選択。 ３５ 

ＤＣ３ Ｃ 罫線バッファのクリア。 ３５ 

ＤＣ３ Ｄ 罫線バッファのドット指定の書きこみ。 ３５ 

ＤＣ３ Ｌ 罫線バッファのライン指定の書きこみ。 ３６ 

ＤＣ３ ＋ 罫線、印字モードの許可。 ３６ 

ＤＣ３ － 罫線、印字モードの禁止。 ３６ 

ＤＣ３ Ｐ 罫線、１ドットラインの印字実行。 ３６ 

 

 

８．応答コマンド（ＢＬＥ－５８Ｓのみ） 

 

コマンド 名 称 参照頁 

ＧＳ ａ 自動ステータスの送信。 

リアルタイムコマンドの有効／無効の選

択。 

３７ 

ＧＳ ｒ ステータスの送信。 ３７ 

ＤＬＥ ＥＯＴ リアルタイムのステータス送信。 ３８ 

ＤＬＥ ＥＮＱ リアルタイムの主要バッファクリア。 ３８ 

 

コマンド 名 称 参照頁 

ＥＳＣ Ｍ 文字フォントの選択。 ３０ 

ＥＳＣ Ｒ 国際文字の選択。 ３０ 

ＥＳＣ ＆ ダウンロード文字の登録。 ３１ 

ＥＳＣ ？ ダウンロード文字の抹消。 ３１ 

ＥＳＣ ％ ダウンロード文字の指定・解除。 ３１ 
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９．ビットイメージコマンド 

 

コマンド 名 称 参照頁 

ＥＳＣ ＊ ビットイメージ指定。 ３９ 

ＧＳ ＊ ダウンロードビットイメージ登録。 ４０ 

ＧＳ ／ ダウンロードビットイメージ印字。 ４０ 

 

 

１０．漢字コマンド 

 

コマンド 名 称 参照頁 

ＦＳ ＆ 漢字モード指定。 ４２ 

ＦＳ ． 漢字モード解除。 ４２ 

ＦＳ Ｃ 漢字コード体系の選択。 ４２ 

ＦＳ Ｓ 漢字文字の文字間スペース設定。 ４２ 

ＦＳ ！ 漢字文字による一括モード指定。 ４３ 

ＦＳ － 漢字文字のアンダーライン設定・解除。 ４３ 

ＦＳ Ｗ 漢字文字サイズ４倍角の設定・解除。 ４３ 

ＦＳ ２ 外字登録。 ４４ 

 

 

１１．機能・設定コマンド 

 

コマンド 名 称 参照頁 

ＥＳＣ ＠ 初期化。 ４５ 

ＤＣ２ Ｄ ダウンロード文字の登録領域の確保・開放。 ４５ 

ＤＣ２ Ｇ 外字文字の登録領域の確保・開放。 ４５ 

ＤＣ２ ～ 印字濃度の設定。 ４６ 

ＤＣ２ ｐ 紙無し検出器の有効・無効。 ４６ 

ＤＣ２ ｍ ラベル紙のマーク位置検出。 ４６ 

ＤＣ２ Ｓ ＲＯＭＳＷの機能設定。 ４７ 
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Ⅶ－３．データコード表 

ゴシック体                                                    ※    ※ 

 0  1  2  3  4  5  6  7  8  9    上位ﾋﾞｯﾄ

 

下位ﾋﾞｯﾄ 
0000 0001 0010 0011 0100 0101 0110 0111 1000 1001 

 0  0000  DLE  SP   0  ＠  Ｐ    ｐ    ┴  

 1  0001     !   1  Ａ  Ｑ  ａ  ｑ    ┬  

 2  0010  DC2   "   2  Ｂ  Ｒ  ｂ  ｒ    ┤  

 3  0011  DC3   #   3  Ｃ  Ｓ  ｃ  ｓ    ├  

 4  0100 EOT    $   4  Ｄ  Ｔ  ｄ  ｔ    ‾  

 5  0101 ENQ    %   5  Ｅ  Ｕ  ｅ  ｕ    ─  

 6  0110     &   6  Ｆ  Ｖ  ｆ  ｖ    │  

 7  0111     '   7  Ｇ  Ｗ  ｇ  ｗ      

 8  1000      (   8  Ｈ  Ｘ  ｈ  ｘ    ┌  

 9  1001  HT    )   9  Ｉ  Ｙ  ｉ  ｙ    ┐  

 A  1010  LF    *   :  Ｊ  Ｚ  ｊ  ｚ    └  

 B  1011  ESC   +   ;  Ｋ  ［  ｋ  ｛    ┘  

 C  1100  FF  FS   ,  ＜  Ｌ  ￥  ｌ  │      

 D  1101  CR  GS   -  ＝  Ｍ  ］  ｍ  ｝      

 E  1110     .  ＞  Ｎ  ＾  ｎ        

 F  1111     /   ?  Ｏ  ＿  ｏ   ┼    

 

                                      ※    ※ 

 A  B  C  D  E  F    上位ﾋﾞｯﾄ

 

下位ﾋﾞｯﾄ 
1010 1011 1100 1101 1110 1111

 0  0000  SP  ー  タ  ミ    × 

 1  0001  。  ア  チ  ム    円 

 2  0010  「  イ  ツ  メ    年 

・SPはスペースを示します 

・空白部のコードは無視します 

・太枠内は機能コードです 

 3  0011  」  ウ  テ  モ    月 

 4  0100  、  エ  ト  ヤ    日 

 5  0101  ・  オ  ナ  ユ    時 

 6  0110   ｦ  カ  ニ  ヨ    分 

 7  0111   ｧ  キ  ヌ  ラ    秒 

 8  1000   ｨ  ク  ネ  リ  ™  〒 

 9  1001   ｩ  ケ  ノ  ル  ©  市 

 A  1010   ｪ  コ  ハ  レ  ®  区 

 B  1011   ｫ  サ  ヒ  ロ  ß  町 

 C  1100   ｬ  シ  フ  ワ  ●  村 

 D  1101   ｭ  ス  ヘ  ン  ○  人 

 E  1110   ｮ  セ  ホ  ゛  ／   

 F  1111   ｯ  ソ  マ  ゜  ＼     

 

        ※印の付いた列の文字は、シフトＪＩＳコードにおいては印字されません。 
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 A  B  C  D  E  F    上位ビット

 

下位ビット 
1010 1011 1100 1101 1110 1111

 0  0000  ·    └  ┸  α  ≡ 

 1  0001  Ì    ┴  ┯  β  ± 

 2  0010  Û    ┬  ┰  Γ   

・SPはスペースを示します 

・空白部のコードは無視します 

・太枠内は機能コードです 

 3  0011  ˙  │  ├    π   

 4  0100  Ò  ┤  ─    Σ   

 5  0101  —  ┥  ┼    σ   

 6  0110  ™  ┨  ┝    μ  ÷ 

 7  0111  ∫    ┠  ╂  τ   

 8  1000   ¿    ┗  ┿  φ  ﾟ 

 9  1001    ┫  ┏  ┘  θ  ･ 

 A  1010    ┃  ┻  ┌  Ω  - 

 B  1011   ½  ┓  ┳    δ  √ 

 C  1100   ¼  ┛  ┣    ∞   

 D  1101   ¡    ━    Ø   ² 
 E  1110   «    ╋    ∈   

 F  1111   »  ┐  ┷    ∩  SP 

 

        注意）文字コード表は、あくまで文字の形状を示したものであり、実際の印字パターンそ

のものを表すものではありません。 

ＰＣ４３７系                                                     

 0  1  2  3  4  5  6  7  8  9    上位ビット

 

下位ビット 
0000 0001 0010 0011 0100 0101 0110 0111 1000 1001 

 0  0000  DLE  SP   0  ＠  Ｐ    ｐ  «  … 

 1  0001     !   1  Ａ  Ｑ  ａ  ｑ  ¸  Ê 

 2  0010  DC2   "   2  Ｂ  Ｒ  ｂ  ｒ  È  ∆ 

 3  0011  DC3   #   3  Ｃ  Ｓ  ｃ  ｓ  ‚  Ù 

 4  0100 EOT    $   4  Ｄ  Ｔ  ｄ  ｔ  ‰  ˆ 

 5  0101 ENQ    %   5  Ｅ  Ｕ  ｅ  ｕ  ‡  Ú 

 6  0110     &   6  Ｆ  Ｖ  ｆ  ｖ  Â  ˚ 

 7  0111     '   7  Ｇ  Ｗ  ｇ  ｗ  Á  ˘ 

 8  1000      (   8  Ｈ  Ｘ  ｈ  ｘ  Í  ˇ 

 9  1001  HT    )   9  Ｉ  Ｙ  ｉ  ｙ  Î  ÷ 

 A  1010  LF    *   :  Ｊ  Ｚ  ｊ  ｚ  Ë  ‹ 

 B  1011  ESC   +   ;  Ｋ  ［  ｋ  ｛  Ô  ¢ 

 C  1100  FF  FS   ,  ＜  Ｌ  ＼  ｌ  │  Ó  £ 

 D  1101  CR  GS   -  ＝  Ｍ  ］  ｍ  ｝  Ï  ￥ 

 E  1110     .  ＞  Ｎ  ＾  ｎ    ƒ   

 F  1111     /   ?  Ｏ  ＿  ｏ  SP  ≈   
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ＭＥＭＯ 
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